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う．規模別漁船数 –  登録漁船（昭和 22 年～平成 15 年）
のデータ[1]によると，平成 15 年度の日本の漁船数は

























IEEE802.11j 規格対応の無線 LAN が適していると考えた．
実際に沿岸で運用するためには通信の安定性や通信エリア






使用した無線 LAN システムは StrixSystems 社製の
AccessOne/OWS2400（以下，OWS）と AccessOne/MWS100
（以下，MWS）の 2 つである．どちらの無線 LAN システ
ムも IEEE802.11j 規格に対応している． 











ことができる．実験ではこの 2 種類の無線 LAN システム
を使用し，性能を比較しながら通信エリアの検証を行った．
表 1 に OWS，MWS の仕様を示す． 
 
表 1 無線 LAN の仕様 
  OWS MWS 
無線 LAN 規格 IEEE802.11j IEEE802.11j 
周波数 4.9GHz 4.9GHz 
通信速度 最大 54Mbps 最大 54Mbps 










アンテナは H 面に 70°の範囲がり，予定していた航路を
カバーするため，一方を北へもう一方を北西へ向けた．表

































図 3 北洋丸に設置した移動局 
 
表 4 指向性アンテナの仕様 










移動局に OWS，MWS を設置し，基地局に OWS を 2 台
設置した．また，データを記録するためにノート PC を移
動局に 2 台，基地局に 2 台設置した．一方の PC は OWS 同
士，もう一方 PC は MWS と OWS の組み合わせで通信を行
い，それぞれの実効速度と受信強度を記録した．図 6 に実
験の概要図を示す．また，移動局に GPS を設置し 1 秒ごと




が出来ていないエリアである．航海範囲は図 6，図 7 の赤










































図 8 MWS の通信エリア 
 
図 7 より OWS はほぼ全ての航路で通信できていたこと
が確認できる．一方，MWS の方は OWS に比べて通信エリ
アは狭く，約 13km 程度であった．メッシュ型無線 LAN は
間に中継局を置くことで通信エリアを広げることが出来る





めに用いる 2 種類の無線 LAN システム，OWS と MWS の
通信エリアの評価を行った．稚内で実施した実験結果から，










移動局 基地局 無線 
周波数:4980MHz 
SSID:Scope01  
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